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　令和７年２月13日、西消防署講堂において「第72回 消防職員意見発表会」が開催されました。ここでは、優秀賞を受賞
した、宮本一喜 消防司令補（中央消防署 予防担当）の発表内容を紹介します。

第72回 消防職員意見発表会

中央消防署 予防担当宮本 一喜

分岐点 “ターニングポイント”

優秀賞

　皆さんは「消防士」と聞いて、どんな仕事を想

像しますか？ 先日、息子が通う保育園の先生と、

このような会話がありました。「お父さん消防士な

ん？レスキュー？」「違います」「じゃあ火い消す人？

それとも救急車に乗る人？」「違います」「え？消

防士なんちゃうの？」「消防士なんですけど ……予

防担当ってゆって、火災予防のために立入検査に

行く部署なんです！」「そんな部署あるんや！知らんかったわ！」

　皆さんは、予防担当の存在、また、予防担当がどのような業務を行っているかご存知でしょうか？ 

我々、予防担当は火災の発生を未然に防ぐことを業務としています。消防のほとんどの仕事が 119 番

通報を受けてから動くのに対し、予防担当は通報を受ける前、むしろ、その通報を減らすために働い

ていると言っても過言ではありません。

　そんな予防担当ですが、消防職員の中では、「せっかく消防士になったのに、現場に行かれへんの

はな ～！」「平日毎日仕事やし、給料下がるやん！」と否定的な意見が多く並びます。たしかに、現

場に出動しないため、特に危険な活動をした際の手当はありませんし、 24 時間働いて、翌日は非番、

「これぞ消防士！」という勤務形態でもないせいか、自ら希望する人はほとんどいません。

　しかし、私は「予防担当」という仕事に出逢い、消防人生が大きく変わりました。人事異動のきっ

かけは、訓練中に古傷を悪化させてしまったことでした。ドクターストップを告げられ、途方に暮れ

ていた私の目に映ったのは、予防担当で輝きを放つ同期・先輩の姿でした。消火隊として災害現場

に備え、訓練を重ねていた日々が一転、立入検査での是正指導、消防法令に基づき、なぜ違反なのか、

どうすれば違反ではなくなるのかを、建物関係者に指導する毎日へと様変わりしました。そう、私に

とってのターニングポイントでした。

　予防担当として走り出し、はや５年が経ちました。その中で、とある飲食店の店長とのやりとりが、

強く印象に残っています。「厨房、めっちゃ油ついてるんで、今すぐ掃除せんと、火事になりますよ！

置いてある消火器もかなり古いんで、いざというとき初期消火で使えませんよ！」と指導すると、「う

ち店やって 30 年、火事起こしたことないし、大丈夫大丈夫！」と、火災予防にまるで無頓着。あろ

うことか、翌日、厨房で火災が発生。再び検査へ行くと、店長はこう言いました。「あんたの言うと

おりやな、火事起こしてわかった。厨房、定期的に掃除するわ！消火器もさっき買うてきたで！」幸い、死

傷者は出ず、ぼやで済みました。その後、店長は火災を起こさずに営業を続けています。

　警防担当が人命救助のプロであるように、我々予防担当も火災予防のプロとして、市民の生命・身体・

財産を守るため、立入検査や届出、相談窓口の機会を通して、日々、建物関係者に指導を行っています。

　私の消防人生は、いま、予防担当として、新たな道を歩み始めています。皆さんのターニングポイント

はどこでしたか？仕事で言えば、昇任や人事異動、上司、先輩との出会い、きっかけは様々です。人によっ

ては何の前振りもなく、予期せぬ部署へ人事異動。そのときは落ち込むかも知れませんが、それは裏を返

せばターニングポイントにもなります。つまり、大きなチャンスです。そうとは気付いていながら、人間は、

新たな一歩を踏み出すことを恐れます。その理由は、新しいことに挑戦するよりも、慣れたことを継続す

るほうが楽だからではないでしょうか。正直、私も予防担当に配属されたばかりの頃は、右も左もわからず、

たくさん悔しい思いをしました。しかし、今では予防担当という仕事に救われ、消防職員として「私の生

きる術（すべ）」となりました。今まで考えもしなかったことに、何かのきっかけで出逢い、その後の人生

が大きく変わる ……みな、人生を歩んでいれば、どこかのタイミングで、そのときは訪れます。

　私を含め、皆さんの次なるターニングポイントの先に、新しい未来が待っています。踏み出しましょう、

新たな一歩を。
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宮本主任にインタビュー！

このテーマを取り上げた理由をお聞かせください。

ありきたりではない、自分にしかできない発表にしようと考えてこのテーマにしました。

Q1

A1

警防担当から予防担当になったときは、どのような気持ちでしたか？

正直、悔しい気持ちでいっぱいでしたが、当時（北消防署）の予防担当の方々にも温かく受け入れて
もらえたことや、活躍する同期の存在が心の支えになりました。

Q2

A2

予防担当として、どのようなときにやりがいを感じますか？

やはり、指導困難な関係者に対して是正指導を行い、消防法違反が是正されたときです。
相手と協議を繰り返した結果、違反が是正さたときに、特にやりがいを感じます。

Q3

A3

予防担当をはじめ、新しい部署につく方に向けてアドバイスをお願いします。

最初は慣れない業務で苦労すると思いますが、自分自身の可能性が広がり、新たな世界が見えてくると
信じて、業務に邁進してください。

Q4

A4

最後に、優秀賞を受賞されて一言お願いします。

正直、この内容でここまで来れるとは思っていませんでした。あの舞台に立たなければ味わえない
この経験を、後輩に伝えていきたいと思います。

Q5

A5
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名
は
20
歳
前
後

の
経
験
の
少
な
い

職
員
で
あ
っ
た

が
、
50
代
の
現
場

経
験
豊
富
な
小
隊

長
の
適
切
な
導
き

に
よ
り
小
隊
と
し

て
効
果
的
な
活
動

が
実
施
で
き
て
い

る
。
経
験
の
浅
い

隊
員
に
と
っ
て
、

自
身
の
活
動
に
よ

り
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
た
こ
と
は
自
信

と
な
り
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

■
お
わ
り
に

　
本
火
災
は
、
焼
損
面
積
が
少
な
く
指
令

か
ら
鎮
火
ま
で
の
活
動
は
短
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
発
生
場
所
は
密
集
地
域
で
あ

り
、
か
つ
道
路
狭
隘
で
古
い
住
宅
が
多
く

存
在
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ひ
と
た
び
燃
焼
が
拡
大
す
れ
ば
被
害
は
甚

大
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
１
階
部
分
の
焼
き
状
況
は
上
階
へ
続
く

階
段
付
近
に
も
及
ん
で
お
り
、
消
火
活
動

が
遅
れ
て
い
れ
ば
階
段
部
分
を
延
焼
経
路

と
し
て
上
階
へ
燃
焼
拡
大
し
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
中
で
の
防
ぎ
ょ
活
動
は
、
一
見

容
易
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

延
焼
危
険
方
向
を
確
認
し
指
揮
本
部
に
即

報
、
救
助
隊
と
連
携
し
活
動
方
針
を
決
定

後
、
熱
気
と
濃
煙
の
な
か
屋
内
進
入
し
安

易
な
放
水
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
検
索

実
施
後
に
、
背
面
の
警
戒
筒
先
配
備
を
確

認
し
た
の
ち
燃
焼
実
体
に
対
し
有
効
な
放

水
を
実
施
し
て
い
る
。
他
の
火
災
現
場
で

は
破
壊
を
躊
躇
し
延
焼
を
拡
大
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
中
、
本
事
案

で
は
小
隊
長
が
携
行
し
た
と
び
口
を
活
用

し
憶
す
る
こ
と
な
く
適
確
に
判
断
し
延
焼

状
況
の
確
認
の
た
め
の
破
壊
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
緊
張
感
の
あ
る
実
現

場
に
お
い
て
、
無
駄
の
な
い
効
果
的
な
活

動
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
消
防
署
全

体
で
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
訓
練
成
果
の

賜
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
災
害
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
繰
り
返
し
訓
練
を
実
施
し

て
き
た
こ
と
が
今
回
の
冷
静
沈
着
な
判

断
、
活
動
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、

消
火
隊
の
手
本
と
な
る
活
動
で
あ
る
。

■
は
じ
め
に

　
今
回
は
密
集
地
域
に
あ
る
木
造
２
階

建
一
般
住
宅
で
発
生
し
た
３
方
向
に
延

焼
危
険
の
あ
る
面
火
災
に
お
い
て
、
速

や
か
に
放
水
体
制
を
整
え
、
救
助
隊
と

連
携
し
屋
内
進
入
し
人
命
検
索
を
実
施

し
た
の
ち
、
１
線
１
口
で
早
期
に
火
災

を
制
圧
し
た
Ｓ
Ｔ
小
隊
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

■
災
害
概
要

覚
知
日
時
：

令
和
6
年
８
月
某
日
：     

19
時
09
分

第
１
出
場                            

19
時
10
分

第
２
出
場
（
警
防
本
部
判
断
）

                                         

19
時
13
分

　
現
場
到
着
（
直
近
隊
）  

19
時
13
分

　
放
水
開
始
（
直
近
隊
）  

19
時
14
分

　
鎮
圧
時
刻
　
　
　
　
　
　  

19
時
22
分

鎮
火
時
刻
　    

　
　
　
　
21
時
03
分

　
出
火
建
物
：
木
造
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
葺

             

　
　
　
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
張

             

　
　
　
２
階
建
一
般
住
宅
（
建
60

             

　
　    

㎡/

延
1
2
0
㎡
）の
う
ち
、

                          

1
階
25
㎡
焼
損
。  

　
負
傷
者
：
な
し

　
出
場
隊
：
消
防
車
両
等
27
台

■
活
動
内
容

　「
火
災
指
令
、
Ｉ
管
内
…
」
火
災
指
令

を
受
信
し
た
小
隊
長
は
指
令
内
容
よ

り
、
自
隊
が
直
近
消
火
隊
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
現
場
到
着
後
、
小
隊
長

は
隊
員
に
対
し
手
び
ろ
め
で
の
ホ
ー
ス

延
長
を
指
示
し
て
、
折
り
た
た
み
式
は

し
ご
及
び
と
び
口
を
搬
送
し
燃
焼
建
物

玄
関
に
到
着
し
た
。

　
な
お
、
本
火
災
は
密
集
地
域
で
発
生

し
た
火
災
で
あ
っ
た
た
め
、
先
着
救
助

隊
の
黒
煙
あ
り
の
即
報
に
よ
り
第
２
出

場
が
指
令
さ
れ
て
い
る
。

  

燃
焼
建
物
玄
関
上
方
の
２
階
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
て
お
り
、
施
錠
さ

れ
て
い
た
玄
関
扉
を
救
助
隊
が
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
で
開
放
中
で
あ
っ
た
。
そ

の
間
に
隣
接
建
物
の
状
況
を
確
認
し
指

揮
本
部
に
「
発
生
場
所
は
指
令
書
の
と

お
り
、
延
焼
危
険
方
向
は
南
を
除
く
３

方
向
」
と
無
線
報
告
し
た
。

　
小
隊
長
は
内
部
の
逃
げ
遅
れ
及
び
燃

焼
状
況
の
確
認
を
優
先
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
隊
員
２
名
に
対
し
玄
関
扉
開
放

後
、
救
助
隊
と
連
携
し
屋
内
進
入
し
て

検
索
及
び
消
火
に
あ
た
る
活
動
方
針
を

周
知
し
、
救
助
隊
の
小
隊
長
に
対
し
救

助
隊
と
連
携
し
室
内
進
入
す
る
旨
を
伝

え
た
。

　
ホ
ー
ス
の
通
水
状
況
、
進
入
準
備
完

了
を
確
認
後
、
中
継
隊
の
小
隊
長
か
ら

「
背
面
警
戒
筒
先
に
回
る
」
と
口
頭
報
告

を
受
け
る
と
と
も
に
、
自
隊
の
機
関
員

か
ら
「
中
継
受
水
完
了
」
の
無
線
報
告

を
受
け
た
。
指
揮
本
部
に
「
玄
関
扉
施

錠
、
現
在
救
助
隊
が
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
を
使
用
し
て
玄
関
扉
開
放
中
、
開

放
す
れ
ば
内
部
進
入
し
消
火
に
あ
た

る
」
と
無
線
報
告
し
た
の
ち
、
空
気
呼

吸
器
の
面
体
を
着
装
し
救
助
隊
に
続
き

玄
関
か
ら
建
物
内
に
進
入
し
た
。
玄
関

扉
を
開
放
し
た
際
に
、
内
部
よ
り
黒
煙

の
噴
出
と
強
い
熱
気
が
あ
っ
た
た
め
低

い
姿
勢
で
屋
内
進
入
。
中
性
帯
を
確
認

し
、
放
水
は
せ
ず
室
内
の
中
性
帯
を
崩

す
こ
と
な
く
人
命
検
索
を
優
先
し
な
が

ら
熱
気
の
な
か
廊
下
を
進
む
と
、
居
室

の
天
井
及
び
床
面
に
火
炎
を
確
認
し

た
。
救
助
隊
と
居
室
内
部
を
検
索
し
て

付
近
に
要
救
助
者
が
い
な
い
こ
と
を
確

認
。
指
揮
本
部
か
ら
の
「
警
戒
筒
先
配

備
完
了
」
の
無
線
連
絡
を
受
け
た
の

ち
、
主
火
力
へ
の
ス
ト
レ
ー
ト
放
水
及

び
ス
プ
レ
ー
放
水
に
よ
り
消
火
作
業
を

実
施
し
た
。

　
主
火
力
の
制
圧
と
並
行
し
て
、
早
期

に
と
び
口
を
活
用
し
天
井
及
び
側
壁
を

破
壊
し
延
焼
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
掃
き
出
し
窓
を
開
放
し
排
煙
と
脱

出
口
の
確
保
を
実
施
し
た
。
そ
れ
ら
の

活
動
に
よ
り
、
燃
焼
拡
大
期
に
も
関
わ

ら
ず
、
的
確
に
燃
焼
状
況
を
確
認
し
つ

つ
救
助
隊
と
連
携
し
て
人
命
検
索
を
行

い
、
先
着
消
火
隊
の
み
で
即
消
し
た
こ

と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
中
継
隊
は
走
行
経
路
上
に
一

般
車
両
が
停
車
し
て
お
り
、
消
火
栓
ま

で
の
通
路
が
狭
隘
と
な
り
消
火
栓
部
署

が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況

下
で
直
近
隊
及
び
中
継
隊
の
機
関
員
は

臨
機
に
対
応
し
、
協
力
し
て
Ｓ
Ｔ
車
か

ら
消
火
栓
に
65
ミ
リ
ホ
ー
ス
を
逆
延
長

す
る
こ
と
で
水
源

を
確
保
し
た
。
同

時
に
中
継
隊
は
直

近
隊
に
ポ
ン
プ
相

掛
り
を
実
施
し
て

い
る
。

　
乗
り
組
み
隊
員

２
名
は
20
歳
前
後

の
経
験
の
少
な
い

職
員
で
あ
っ
た

が
、
50
代
の
現
場

経
験
豊
富
な
小
隊

長
の
適
切
な
導
き

に
よ
り
小
隊
と
し

て
効
果
的
な
活
動

が
実
施
で
き
て
い

る
。
経
験
の
浅
い

隊
員
に
と
っ
て
、

自
身
の
活
動
に
よ

り
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
た
こ
と
は
自
信

と
な
り
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

■
お
わ
り
に

　
本
火
災
は
、
焼
損
面
積
が
少
な
く
指
令

か
ら
鎮
火
ま
で
の
活
動
は
短
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
発
生
場
所
は
密
集
地
域
で
あ

り
、
か
つ
道
路
狭
隘
で
古
い
住
宅
が
多
く

存
在
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ひ
と
た
び
燃
焼
が
拡
大
す
れ
ば
被
害
は
甚

大
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
１
階
部
分
の
焼
き
状
況
は
上
階
へ
続
く

階
段
付
近
に
も
及
ん
で
お
り
、
消
火
活
動

が
遅
れ
て
い
れ
ば
階
段
部
分
を
延
焼
経
路

と
し
て
上
階
へ
燃
焼
拡
大
し
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
中
で
の
防
ぎ
ょ
活
動
は
、
一
見

容
易
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

延
焼
危
険
方
向
を
確
認
し
指
揮
本
部
に
即

報
、
救
助
隊
と
連
携
し
活
動
方
針
を
決
定

後
、
熱
気
と
濃
煙
の
な
か
屋
内
進
入
し
安

易
な
放
水
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
検
索

実
施
後
に
、
背
面
の
警
戒
筒
先
配
備
を
確

認
し
た
の
ち
燃
焼
実
体
に
対
し
有
効
な
放

水
を
実
施
し
て
い
る
。
他
の
火
災
現
場
で

は
破
壊
を
躊
躇
し
延
焼
を
拡
大
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
中
、
本
事
案

で
は
小
隊
長
が
携
行
し
た
と
び
口
を
活
用

し
憶
す
る
こ
と
な
く
適
確
に
判
断
し
延
焼

状
況
の
確
認
の
た
め
の
破
壊
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
緊
張
感
の
あ
る
実
現

場
に
お
い
て
、
無
駄
の
な
い
効
果
的
な
活

動
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
消
防
署
全

体
で
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
訓
練
成
果
の

賜
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
災
害
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
繰
り
返
し
訓
練
を
実
施
し

て
き
た
こ
と
が
今
回
の
冷
静
沈
着
な
判

断
、
活
動
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、

消
火
隊
の
手
本
と
な
る
活
動
で
あ
る
。

階段付近の焼き状況



今回お話いただくのは…

育児休業取得を決めた理由は？

育児休業中に取り組んだことは？

育児休業を取得してよかったことは？

育児休業中の大変なことは？育児休業を取得した期間は？

育児休業を取得して、同僚や仕事に対して思うことは？
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